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14～ 15 世紀の京都産土師器　縮尺 1/4

1～ 4：左京内膳町遺跡 SE372

5 ～ 9：京都大学構内遺跡（白河北殿北辺）SK08

10 ～ 14：左京内膳町遺跡 SK142

15 ～ 17：右京北辺三坊町 SK400

　本書でとりあげる土師器は、日本各地の中世遺跡で大量に出土する遺物のひとつである。この大量に

出土するという特性は遺跡や遺構の年代を知るための基準として好適なため、これまで各地で編年研究

がすすめられてきた。一方で、土師器は地域性がつよく、ひろく流通することのない土器と考えられて

きた。しかも、ほかの土器・陶磁器と異なって生産遺跡の検出例がほとんどないため、生産にかかわる

問題はほとんど論じられず、消費についてもこれを使い捨ての象徴的な儀器とする議論のほかは、広範

な検討はあまりおこなわれていなかった。中世土器・陶磁器研究は現在、流通論などに関心が移りつつ

あるが、そのような一般的な動向とは裏腹に、土師器は編年研究に過度に偏するという、研究動向とし

てはきわめてアンバランスな状態であった。

　このような研究の現状の打開をめざして、本書では土師器の機能・用途や生産体制、器名、京都の土

師器を模倣する現象（京都系土師器）の文化的意義などを考察した。各地で大量に出土するがゆえに中

世の人びとにとってもっとも身近な道具であったという理解のもと、そこに含まれる多様な生活史的・

文化史的論点を明らかにすることによって、編年の素材としての土師器という従来の視点から脱し、中

世考古学研究の一層の展開や深化を図るのが本書の目的である。
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●中世土師器を生産と消費の両側面から検討し、編年研究のみならず

　土師器の文化史的背景を考察

●武家儀礼、宗教儀礼における土師器の用法を考究、さらに日常生活

　での用法を多角的に検証し、その用途の多様性を論述

●京都系土師器の動向を手がかりに中世土師器の全国的様相を解明
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